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実験には，成犬75頭を使用し，まづ，上顎左右両側の第 4 小臼ー歯口蓋面に，深さ約 1.5mm の溝を




レンジ床を上顎左右側第 4 小臼歯に即時重合レジンで固定するとともに，対合歯の下顎左右側第 1 大
臼歯唆頭を削除した口実験 2 では，レジン床を可動性に装着し，校合した場合，校合力がレジン床を
介して床下組織に加わるように校合状態を装着前のそれと同様に調整した。実験 3 では，実験 2 と同
様にレジン床を可動性に装着し，唆合した場合，上下顎の中切歯聞に 1.5mm の空隙を有するような







実験の結果は，大要つぎのごとくであった。実験 1 では， 10 日頃までほとんど変化を起こさなかっ
たが，それ以後になると粘膜上皮は肥厚，増殖するが，角化の傾向は漸次消失し，上皮下結合織中に
は中等度の炎症性細胞浸潤が見られた口これらの組織変化は，口蓋粘膜の被覆による廃用性萎縮と，









れた。実験 3 では，レジン床装着後 5 -10日の比較的早期に，粘膜非薄部のみならず，粘膜厚層部に
も組織破壊性の変化を示した。これらの組織変化は，実験 2 と同様に，主として唆合力によるもので，
とくに唆合が高いため， レジン床装着前の咳合状態になるまでレジン床を校み込み，実験 2 よりも強
い機械的刺激が床下組織に作用したものと考えられた。
以上の実験結果より，有床義歯の装着は床下組織に対し，必然的に変化を芯起せしめるもので，校
合力の加わらない場合には廃用性萎縮を， また校合状態が高すぎる場合には組織の破壊を招来する
が，正確な攻合状態を設定した場合には，時日の経過とともに，生体組織は装着義歯に適応する如く
反応することを明らかにすることが出来た。
論文の審査結果の要旨
本研究は，有床義歯を装着した場合の義歯床下の組織変化について，実験的に研究したものである
が，従来ほとんど行なわれなかった義歯の校合状態による床下組織への影響について，主要な知見を
得たものとして価値ある業績であると認める。よって，本研究者は歯学博士の学位を得る資格がある
と認める。
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